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8. 北海道におけるイエバエ成虫の殺虫剤感受性について 林 晃史★,廿日山正夫+,長谷川恩…

服部旺作… (大正製薬株式会社研究部防虫科学研究室書,北海道立符生研死所荷生動物**).46.2.18.受理

北海道円におけるイェバェの殺虫剤感受性について調査したところ,malathionに対して近い抵

抗性をしめした.なかでも札幌, 苫小牧, 北見で採袋したものは従来報告されたなかで,最も通い

と考えられていた15号埋立地系よりもはるかに強いことがわかった.

別ll7.まで,北MLjiEIにおける締出ELt虫の殺虫剤紙抗比

については的んど邪推がなされていない.しかし,昨

午.殺虫剤の安全靴が閃超になっている現状より,守

後はより安全で能率的な殺虫剤やその使用法を考える

必要がある.このT=め,対象となる苦虫に関すろ基礎

的な調査が必要である.そのひとつとして.瀞虫剤に

対する抵抗性の現状について調克検討を行なった.こ

の結果,殺虫剤の蚊用析度が低く,拭抗性の発達はす

くないと考えていた道内において,有機燐殺虫剤に対

してきわめて強い抵抗性を持つイエバエのいることを

発見したので印ttiする.

本文に入るに際し,ハエの採恥 こ際し御僻宜をいた

だいた各地区の保郎所の方々や実験に御協力いただい

た研兜まくの各位に謝Tuを表する.

実験材料および方法

供試昆虫 ;実験に用いたイエバエ Muscadomes(-

)cavicinaMaqu.,は北栴道内の下記の地域のゴミ節.

ゴミ処押場および豚舎において採果した.

1) 網起支庁網走郡女満別町

2) 網うに支庁Jl;1'呂郡佐呂間町浜佐呂間

3) 網)に支庁'rti号月郡佐呂間町

4) 網)に支庁北見市

5) 十勝支庁ポチ広市内:∫:狩

6) 後志支庁虻即耶刑JI:抑村

7) 胆振支庁苫小牧了fJ-

町内ゴミ祁

ゴミ処理場

ゴミ処理場

町内ゴミ節

ゴミ処理場

ゴミ処理場

ゴミ処理場

8) 石狩支庁厚EI]耶三明岬J77打IL1別 陀 介
9) 石狩支庁札幌了け 碓 巾
10) 空知支庁柁川市 町内ゴミ卿
ll) 上川支庁名寄Tff ゴミ処町域

12) 渡島支庁亀田郡大沼 牒 缶

以上の地区で2ないし3対のイエバエを採舛し,研究

幼虫期を動物用同型飼料で.成虫期は砂糖液を与えて

行なった.実験には羽化後4日日から5日目の均質な

る桐肘げを蚊用した.

英額方法 ;実験に用いた鞭山剤は r-BHC,Malath･

ion,DDVP,Sumithion,Bromophos,Pyrethrinsお

よびAllethrinの7押切でいずれもエ菜If]原体である.

火験は桝試典剤をアセトンで所に況皮に稀釈し.級

ITa旺射群でイエバエ雌成虫の胴nm板郡へ0.5/LLあて

摘下し,別の芥掛こ移して刑を与えて25●Cから27●C
の打は純 で舟.]TffL24柑LTq後の致死出敬を槻黙した.実

験は1円1肌皮に20ilLiで3阿反和光施した.

英験括果および考察

実験の純米はJllに,!Ll'!祝された如くで,いずれの純

血剤もイエバエの托LLl地で感受t/J三が児なった.それぞ

れの殺山剤について本邦で拡くu･'用されている高槻系

とLD50肌をめやすとしてEl感受性の比較を行なった場

令,次のようなことが明かになった.

γ-BHC についてみれば.高槻系の4.547βgに対し

て札幌,女満別,苫小牧,名寄.石狩当別,滝川,佐

呂間以夕日ま感受性は低くく,強い抵抗性をもつ ことが

わかった.いわゆる高槻系といわれている系統は長沢

(1962)りの報告にみられる如くγ-BHC に対する感受

性は飼育された研究室でかなり異なるが,北海道の各

地で採袋きれたイエバエの場合は顕著にことなり,全

般的に強い抵抗性が認められた.また,安富 (1960)6)

の報告した 0.095FEgからみても強い祇抗性を持つこ

とが明かである.なお推定の市田を越えないが,いわ

ゆる雨粒系として各研究室で飼育されているイエバエ

の瓜近の LD50伯はかなり高くなっているのではない

かと考える.

Malathionについての結果は高槻系の LD5.倍が

0･454/Lgであるのに対し,月内各地で採集きれたイエ
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TableauI. ValeurdeDL50(FLg/insecte)dequelquesinsecticidessurlamouchedomestique
adulte,recueilliedamschaquequartierdeHokkaido

γ-BHC Malathione Allethrine DDVP Bromophos Sumithione Pyretbrine

Memanbetus 1.942

0bihiro ll.149

Rusutsu 40.189

Tomakomai 2.274

Hamasaroma 4.571

Ishikaritobetsu 2.940

Takikawa 6.671

Saroma 8.249

Nayoro 2.425

Kitami 16.308

Sapporo 0.741

0numa 28.522

L'esp6ceTakatsuki 4.547
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バ工は浜佐呂間の0.818pg,札幌の213.388jLgでいず

れも高槻系より払い抵抗性をしめした.ことに札幌は

特共的な出抗性といえるMalathion抵抗性については

RP系の0.5016FLge),伝研系の0.59FLg,鉾田系の01589

FLg4),や次田 (1968)7)の研究で,15号溜!立地系の

92･129ILg,野の出の18151FLg,松戸系の10･35FLg等が

棚iiiされており,15号埋立地系が良も強いものと考え

られていた.しかし,札帆 北見.苫小牧.留寿都,

石9:J当別.女tLMIj.大田等はこれらよりはるかに強く

年古城的である.なれ このように払い抵抗性をもった

至止山については不明である.

Allethrinでは試槻系の0･574FEgに比摸して女満別,

名'S,大田は別 払々い似向にあるが大神ら(1970)3)の

1･180FLg,中西ら(1970)2)の0.712iLgの値よりみて

特に抵抗性をもっとは考えられない.しかし.今後,

抵抗性のつく可能性を暗示している.

DDVPでは高槻系の 0･076ftgに比較して柑広,留

寿都,苫小牧は耐性をもつものと考えられる.

Sumithionでは高槻系の01088FLgに比較して,石

狩当別を除く,他の地区のイエバエは耐性があるもの

と考えられる. Bromophosは Sumithionと郊似の

傾向が観鮎されたが,Bromophosの毒性はマウスに

対する急性磁牲 (経口)は500Omg/kgできわめて低

砧性で,安全性の両よりみて今後期待されるイエバエ

防除剤といえる.Pyrethrinsについてはいずれも感

受性は高く,問題はないものと考えられる.

結 論

北海道内10数地区よりイエバエを採災し,㍗-BHC,

Malathion,DDVP,Bromophos,Sumithion,Alleth･
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fin,Pyrethinsに対する抵抗性の有軸を調べT=.全般

的にみて,道内のイエバエは高槻系に比悦して払い似

向が認められた. ことに malathionについては特異

的で,いずれの地域でも強い抵抗性をしめしたが.な

かでも札幌 (213･88FLg),苫小牧 (132･llFLg),北見

(112･43pg)では従来報告された15号埋立地 (斑京)

の25･26FLgよりもはるかに強く,きわめて新らしい知

見である.なお,他の燐剤についても別 強々い煩向が

観察されたが強い交差抵抗性は認められなかった.ま

た,ピレスロイド系殺虫剤については抵抗性は観察さ

れなかった.

R由um6

Lesauteursontdtudi占surlaresistibilitddes

mouchesdomestiquescollect占esdams12quartiers

deHokkaidoaγ-BHC,DDVP,Malathione,Sum･

ithione,Bromophos,A116thrineetPyrithrines.
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Residue,Degr8d8tionAndMetabolism ofllC-LabeledEIsan⑧ (0,0-I)imethylS-α-carbo･

ethoxy-benZylphospl10rOdithioate)irtCabbages.Hime-ApplesAndStrawberries.Masayoshi

HlROSE+,TadashiMIYATA,TetsuoSAlTO(LabolatoryofAppliedEntomology,FacultyofAgri･

culture,NagoyaUniversity,Nagoya)andMamoruHAYASm (BiologicalandChemicalResearch

Institute,NissanChemicallndustries,Ltd,Shiraoka,Saitama)ReceivedFebruary25,1971.

Botyu-Kagaku,36,43(1971)(withEnglishSummary51).

9.日C標識 EIsan(0,0-I)imethylS-α-carboethoxy-benzylphosphorodithioate)のカンラ

ン, ヒメリンゴ及び イチゴにおける浅習性,分解及び代謝について 広瀬正宜書,宮田正,斉藤

田夫 (名古屋大学El学部'B虫学故弘 名苗Ei市),林yt守 (Ej超化学工芙株式会社生物化学研究所,埼玉

爪白岡町)46.2.25.受理.

HC梯泊EIsanを合成し, これを用いて, カンラン, ヒメt)ンゴ及びイチゴにおける EIsanの

残野性及び分節代謝をしらべた.EIsanは拍物に処FJ!した後1日から3日の関に, EIsanのFl･性化

物 Eloxonを含め急激には少し,その後もは少し続け, 処FJ!8日挫.16日放及び3日筏に糾 ナるカ

ンラン,ヒメ')ンゴ及びイチゴ体内の EIsan及びEloxonはそれぞれ処即時付27血の0.2,%,2.3%.

及び0.4%であった.EIsanはカンラン, ヒメリンゴ及びイチゴでそれぞれ11印, 9和及び10班の

化合物に分解代謝された.植物表面では bis(α-(carboethoxy)benzyl〕disulfideがiiに認められ,

植物表面での分解はp-S-C結合の開裂が主経路と思われろ.刷物体内からは処理初肌 こEIsanca･

rboxylderivativeが厄も多く検出され 処理後時間の経過とともに mandeljcacid及び bis〔α-

(carboethoxy)benzylコdisulfideが生成増大する瓜から,机物円和に封入した EIsanは主として

carboxylesterの加水分解により分脈され,ついでp-SIC邦化が川字2すると考えられる.

1. 緒 言

EIsan は 0,0-dimethylS-α-carboethoxy-be･

nzylphosphorodithioateなる構造を有すろ低詔性殺

出刺で.その殺虫スペクトラムは極めて広く,水稲,

挑発及び果樹告虫の防除において多く用いられている.

しかしながら,その分解代謝についての知見は殆んど

なく,雌かに malathion との構造上の共通点及び共

力剤との迎合作用のパターンの類似性から,その代謝

過程もmalathion と近似した部分があるものと想燦

されているl)に過ぎない.

この実験においては放射性同位元芽…HCをphenyl･

aceticacidのβ位に班沸した EIsan を合成しこれ

によってカンラン,リンゴ及びイチゴにおける EIsan

の残留性及び分解代謝を明らかにしようとした.

★PresentaddressBiologicalandChemicalRes･
earch Institute,NissanChemicalIndustries,
Ltd.,Sihraoka,Saitama.

★現在,日産化学工業株式会社生物化学研究所,埼玉

児白岡町

2. 実験材料及び方法

2-1.11C軌mLヒ合物及びその他の化合物の合成

11C坪識 EIsanは phenyl(acetic acid-1JIC)

(比放射能 213FLCi/mg) より合成した. すなわち,

0.5m molの phenyl(aceticacid-1-I-C)をcarbon

tetracblorideにとかLl.0mmolのthionylchloride

を滴下して 75oCで 1時lITU退流した後,12m molの臭

素を摘下し班に 105●Cで7時間30分加熱還流した.減

圧田虫後.杖状班故を24.0m molの ethylalcohol

と粥に43●Cで 1時間還流し減圧留去して得た残透を

0.56m molのammonium dimethylphosphorodi･

thioateの acetone 溶紋に加え,室温で3時間保ち,

妃に45oCで1時間反応させた.反応終了後炉過を行

ない,acetoneを田去Lbenzee で抽出し, 水洗,

脱水,炉過の後,benzenを留去し,汲状残故をsilica

gelGF254の詩層プレートにスポットし,n-hexane:

acetone(4:1) で展開し,EIsanの co-chromat･

ographyによって対応スポットを chlorofrom で抽

出し,減圧田去して打たfJ'3撃笠品を群品とした.この比
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